
















劇団東風代表九三年「 （株）北海道共立」に入社 釧路市民文化会館勤務を経て、 釧路市生涯学習センター開館により同センター舞台担当。高校時代より演劇を始め、九三年高校演劇出身者を中心に「劇団東風」を旗揚げ。地域での公演活動の他、三度の札幌公演や地方公演を行い、昨年度、財団法人釧新教育藝術振興基金より新進芸術家に贈られる「第
36回釧新郷土芸術賞」


















一九八九年、釧路演劇協議会事務局長退任。一九九〇年より九七年、転任のため釧路を離れる。二〇〇〇 顧問の委嘱を受ける。二 一年、釧路江南高校（校長）退職。二〇 二 、釧路演劇協議会 長、現在に至る。
大貫隆史（おおぬき・たかし）


















































二〇〇〇年に閉館した札幌で唯一 専門劇場「ルネッサンス・マリアテアトロ」の元マネージャー。 「マリアテアトロ」は本多劇場グループの一つとして「本多小劇場」の名前で一九八六年に開場。現在手がけている「ＢＬＯＣＨ」もまた本多劇場と提携しており、地元劇団の公演以外 も、札幌・東京の作品の各種プロデュース公演 行なっ いる
126執筆者一覧
鈴木静悟（すずき・せいご）
一九七六年（昭和五十一年） 、舞台照明家。新村訓平氏に弟子入り。舞台照明を学ぶ。八二年（昭和五十七 ） 、㈱ライズ（代表新村訓平氏、舞台照明を軸とする舞台スタッフの会社）の設立に参画。主として、演劇の照明を手掛けるも、一九九三年（平成五年） 、退社してフリーとなり 現在にいたる。現在、日本家協会会員、北劇空間映像美術協会会員
五ノ井浩（ごのい・ひろし）　


























している。ＡＲＤ（ド ツ）ＡＢＣ（オーストラリア）放送など国内外出演多数教育活動として、ウィーン少年合唱団との夏休み合宿と合同演奏会・指導も行なった。ゲテ「野ばら」の歌唱研究など。北海道二期会員、北海道国際音楽交流会員、日本声楽発声学 会員、日本生涯教育学会 札幌音楽協議 会員、北広島音楽協会 長。
大林のり子（おおばやし・のりこ）
北翔大学短期大学部准教授演劇学・演劇史。 阪大学大学院文学研究科にて演劇学を専攻。主に二十世紀初頭の上演や舞台美術について、上演史・演出論・演劇論・批評言語などの分析を通して、歴史的読み直しを試みている。近年のテーマは、ヨーロッパ演劇のアメリカ移入 関わった演出家および興行主、パトロンの人的・文化的交流と異文化移入の問題。また、劇場スタッフの育成に関する歴史や現状の調査研究も進めている。
